
市長選挙後、2012年度京都市予算案などを議題に開会された2月定例市会が、3月27日に閉会しました。
日本共産党市会議員団は、市長自らの「公約」も突きつけ、市長選挙で寄せられた願い実現を迫りました。

切実な願い実現へ
2月定例市会 日本共産党京都市会議員団
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委員長が語る「経済懇談会」のご案内
日本共産党は2月に発表した「提言」に基づき「経済懇談会」
を開催します。深刻な京都経済、営業と暮らしをどう立て直
すか、ごいっしょに考えましょう。ぜひ、お越し下さい。
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これでは、くらしは大変

市民と力を合わせて要求が前進

2012年度京都市予算

日本共産党京都市会議員団 

同時に

重要な橋の耐震化 
京都型耐震リフォーム支援事業 
市営住宅の耐震改修とスロープ設置 
烏丸御池駅への可動式ホーム柵設置　など

焼却灰溶融施設
トラブル続きで運営経費を計上できないのに、 
あくまで稼働に固執。

高速道路未着工３路線
「廃止の方向」と言いながら、 
「見直し」のために1500万円も計上。

リニア中央新幹線「京都駅」ルート誘致
地下駅・2200億円の地元負担につながる危険が。

京都会館再整備
第一ホール解体などに 
3億4200万円を計上。

四条通片側一車線化
反対の声を無視してゴリ押し。

「国保料・介護保険料の負担軽減」
➡  3年連続値上げした国民健康保険料は高いままで、 
引き下げを拒否。

➡ 介護保険料を月額930円（基準額）値上げ。
「子ども医療費の負担軽減」

➡ 通院を小学校卒業まで拡大したが、 
月3000円を超える分の後払い。

➡ 府内で最低の水準なのに、無料化の願い
に背を向ける。

「福祉と医療を充実」
➡ 社会保障費などの消費的経費を28億円削減。 
看護師確保対策の半減、障害児デイサービスの補助金削減、
社会福祉協会助成の廃止など。

「子育て環境日本一」
➡ 市営保育所の民間移管を提案、 
保育への公的責任を投げ捨て。

➡ 教育予算も、過去20年間で最低の昨年を 
さらに8億円下回る。

公約

公約

公約
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共産党議員団は、悪い予算にキッパリ反対

福祉・教育を切り捨て

ムダづかいをやめず
「金がない」と言いながら

➡  4年間で700人の職員削減、100億円以上の人件費削減 （消防・80人、教育・270人など）
➡ 市税軽減措置、敬老乗車証、学童う歯対策、緊急通報システム等が見直し・削減の対象
➡債権回収の推進、差し押さえ強化のために、条例の制定を検討

に違反して公約

リストラを宣言
その上、今後４年間

の
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